
[4] 腰の動作鍼は、前屈制限と捻転制限
(1) 動作鍼の基本・・・確認と刺鍼を繰り返す、日常生活に不便が無くなるまで

1.症状確認
2.手足甲陽経側
（3.陽位・痛む処）
（4.陽経末端へ）

運動器の応急処置前半

1.症状確認
（2.肘膝から先）
3.手足甲陽経側

運動器の応急処置後半

動作鍼

制限か所：動作平面×皮膚表面ライン上のヘコみ
　　　　（＝最も伸びる（縮む）ライン）
　　　　　一鍼ごとに関節から遠ざかる

一度、姿勢を
戻してから

動作制限
確認

制限か所
刺鍼

痛む直前の
姿勢で

痛む直前まで

動作鍼の基本手順

(2) 腰痛の動作鍼

1.症状確認
2.足甲4,5間引き鍼
（3.腰部刺鍼）
（4.脚陽経側刺鍼）

腰痛の応急処置前半 動作制限のある腰の動きに対して

腰の動作鍼
左右捻転

腰の動作鍼
前屈 など

座位で
（下腿に刺鍼後）
足首から先に
引き鍼

腰痛の応急処置後半

　１．左右捻転

制限か所：腰椎３横輪切りライン上の凹み
　　　　　一鍼ごとに関節から遠ざかる
　　　　　→脊柱起立筋の外側縁まで一度、正面を

向いてから

動作制限確認

制限か所
刺鍼

痛む直前まで
捻ったままで

立ち姿勢なので地面と平行

立姿勢で
左右捻転

　２．前屈

制限か所：腰椎５を起点
　　　上：脊柱起立筋ライン上の凹み
　　　下：臀部・脚裏中央ライン上の凹み
　　　　　一鍼ごとに関節から遠ざかる
　　　　　→上：肩胛骨下縁、下：膝裏まで

一度、真っ直ぐ
立ってから

動作制限確認

制限か所
刺鍼

立姿勢で
前屈

痛む直前まで
前屈したままで


